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は じ め に

北海道で は， こ れ ま で にジ ャ ガイ モ 半身萎ちょう病菌
として 1981 年に斎藤らがVerticilliu m a lbo- a trum を， ま
た， 1984 年 に 北沢 ・ 佐藤がV. nigrescens を報告して い
る 。斎藤ら は当初，後志支庁管内真狩村でV. a lbo-a trum 

に よ る 本病の発生 を認め ， そ の後， 根室支庁管内中標津
町で も 発生 を認 め て い る (斎藤ら，未発表) 。 北沢 ・ 佐藤
は札幌市の北海道農試内の闘場でV. nigrescens に よ る
本病の発生 を認め， そ の後， 上川 支庁管内美深町で も 発
生 を認 め て い る (北沢ら， 1987) 。 こ れら発生が確認され
た地点 は道内の離れた地域であ る こ と から， 本病が道内
全域 に 広 が っ て い る 恐れのあ る こ と が懸念されたが， そ
の後， 大きな被害 を も たらした報告 も なく， 本病の道内

に お け る 発生実態や詳細な研究調査 は行われて い な か っ
た。

しかしな がら， 近年， 北海道の各地でジ ャ ガ イ モ の黄
化期が早い圏場が散見されて お り ， こ れらの圃場では，
ジ ャ ガ イ モ の 下位葉が黄化した り ， 株の片側あ る い は全

体が萎ちょうした り ， 茎の維管束部が褐変す る などの半
身萎ちょう病の典型的な症状が見受げられ る 。 1993 年 に
道内の 22 闘場 を予備的 に 調査した と こ ろ，上述の 2 種の

Verticilliu m属菌で は なく，V. da hlia eが高頻度 に 分離
され， そ の発生 も 道内 の 広 い範囲 に及んでい る こ と が推
察された (角野ら， 1993) 0 V. da hlia e に よ る 本道のジ ャ

ガイ モでの発生 は， 1976 年 に札幌市で岩田氏 に よ り 認め
られた と され る が正式な報告 は なされて い な か っ た (北
沢， 1983) 0 こ の よ うな こ と から， 現在の道内 に お け る 本
病の発生状況や病原菌及び被害状況の詳細かつ早急な解
明 と 防除対策の確立 を目指し， 試験 に 取 り 組む こ と と な
っ た。 ジ ャ ガイモでの本病の調査研究 は ま だ緒についた
ばか り であ り 十分 なデータ を 持ち合わせ て い な い が，
1993 �例年 に か け て 行 っ た発生実態調査 の結果 を 中心
に， 北海道 に お け る 本病の現状 を紹介す る と と も に， 今
後の課題 と 研究方針 を 述べ， 参考に供したい。

The Present S it uat ion on Research of Vert ic il l ium w ilt o f  
Potato in Hokka ido. By  Ak io SUMINO 

I 病 徴

ジ ャ ガイ モ半身萎ちょう病の初期症状 は， 下位葉 の 葉
先や葉脈問の退色であ る 。 こ の退色 は 葉 の萎れ を伴い，
薬先が巻き上が る 場合 も あ り ， 後 に 退色部分 は黄化や褐
変して 枯れ る 。 こ れらの症状 はしだ い に 下位から上位へ
と 進展し， 最後 は全体が枯れ上が る 。 発病した茎の維管

束部分 は 褐変し， 検鏡 に よ り 内部 に 菌糸が確認され る 。
こ れら葉の萎ちょうや黄化及び維管束褐変の症状 は株全
体に見られ る だ けでなく， 時 に株の片側や 1 茎だ け， ま

た， 茎の片側だ け に 見られ る 場合 も あ る 。
発生の 激しい圃場では， ジ ャ ガイ モ の 開花期ごろ に既

に こ れらの症状が現れ る が， 通常 は ジ ャ ガ イ モ栽培の後
期 に 現れ る ため， 自然枯ちょう と 区別し難く， 本病の発
生 に 気付か な い場合が多い。

E 北海道内の発生実態と病原菌の分布状況

1 病原菌の同定

3 種類のVerticilliu m属菌の 同定 は， 主 と して 休眠体
の形態 に 基づい て 行われ る 。 すなわち，V. da hlia e は微
小菌核 を，V. a lbo-a trumは暗色休眠菌糸を，V. nigrescens 
は小型の厚膜胞子 を 形成す る 。 ま た，V. a lbo-a tru m は
分生子柄の基部が黒く着色し， 300Cで生育できな い こ と
も 分類の基準 と な っ て い る 。 北海道のジ ャ ガ イ モ から分
離した菌株 に つ い て の 形態的特徴 と 培養性質 に つ い て
は， 表- 1 に 示した。 結果 と して ， 道内のジ ャ ガ イ モ から
は 3 菌 種 と も 分 離された。 高等植物 に 病 原 性 を示す

Verticilliu m属菌 は， 上記の 3 菌種のほか に 大型の厚膜
胞子 を 形成す る V. nu bilu m と 微小菌核， 暗色休眠菌

糸， 厚膜胞子の いずれ も 形成す る V. tricorpu sが報告さ
れて い る が， 北海道のジ ャ ガイモ から は現在の と こ ろ見
いだされて い な い。

2 発生実態と 病原菌の分布状況

1993 �94 年 に か け て ， 道内の 42 市町村 137 圃場 に つ

い てジ ャ ガイ モ の茎 を 採集し， 維管束褐変の有無 と 病原
薗の分離 を試み， 本病 の発生実態 と 病原菌の分布状況 を
調査した。 結果 を 図一l と 表 一 2 に 示した。 34 市町村，89圏
場 (65%) でジ ャ ガ イ モ半身萎ちょう病の 発生が認めら
れた。 こ れらの 中 に は黄化や萎ちょうなどの病徴 は認め
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表-1 ジャ ガ イ モ から分 離さ れたVel1icillium属菌の 形態及 び培養性質の 比較

分生胞子の大 き さ ( μ m， ( ) 内は平 均値) 分生子柄の 微小菌核 暗色休眠菌 厚膜胞子 培地上 での生育
菌 株

着色の有無 の有無 糸の有無 の有無長 径 短 径 適温 30 'C 32 'C 35 'C 

v. dahliae 
SVPI 94006 3 . 9. ( 4 . 9) ・6 .2 2 .2 ・ (2 . 9) .3 . 9  + 23 ・c + + 

SVPI 94274 4 .3. (5 .4) ー7 .5 2 .2 ・ (3 .1 ) ・4 .1 + 2 3'C + + 

SVPI 940 93 3 .6. ( 4 . 9) .5 .8 2 .1 .  (2 .7) ・3 .2 + 23 'C + + 

v. albo- alrum 
SVPI943 34 4 .42 ・ (5 .6) ・6 .8 2 .0 ・ (2 . 9) .3 .4 + + 20 ・c ± 

SVPI941 90 4 .6 ・ (5 .7 ) ー7 .0 2 .8.  (3 .1 ) .5 .7 + + 20 'C 士

SVPI94221 4 .4 ・ (5 .3) ・6 .0 2 .5 ・ (2 . 9) .3 .3 + + 20 'C + 

v. nigrescens 
SVPI94165 3 .4 ・ (4 .8) ・6 .4 2 .8. (3 .5) .4 . 4  十 25 'C + + + 

SVPI94063 3 .3 ・ (4 .3) ・6 .7 2 .5 .  (3 .1 ) ー5 .1 + 25 'C + + 土

SVPI 94078 3 .5. ( 4 .4 ) ー5 .6 2 .6 ・ (3 .1 ) .4 .1 + 25 'C + + 土

既往の報告
v. dahliae 2 .5 ・8 1 .4 ・3 .2 + 2 3'C + 

院albo-almm 3 .6 ・ ( 5 .3) ・6 .4 1 .8. (3 .1 ) .3 .5 + + 20 >25 
v. nigrescens 3 .0 ・ (4 .7) . 9.0 1 .5. ( 2 .7) ー5 .0 + + 

注1) 借地上での生育で土は1 か月後にわ ずかに生育を 認 め た.
注2) 既往の報告は 主に以下によ った . V. dahliae : C .  M. 1. Descript .， V. albo-almm : 斎藤ら ( 1 98 1 ) ， V. nigrescel1s : 北沢 ・ 佐藤

( 1 984) 

。
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o : Verticill凶m daltliae 
女 Verticillium albo-alru間
交: Ve吋icilli棚制grescens
・:杭daltliaeとV. nigresce肘が混在

方
交

図-1 北海道にお付る ジャガ イ モ半身萎ちょう病の病原菌別発生状況 ( 1 993� 94 年)
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表- 2 北海道 に お け る ジャ ガ イ モ半身萎ちょ う 病の発生状況 (1993 年~例年)

調査市 発生市 調査圃 半身萎ちょ う 病発生園場数 無発生
支庁名

町村数 町村数 場数 圃場数lペdahliaeV. albo-alrum V. nigrescel1s lぺdahl. + nigr. 

石狩支庁 1 l 4 2 。 l 。
ZE知支庁 4 2 5 2 。 。 。 3 
後志支庁 8 7 30 23 。 。 6 
渡島支庁 6 6 16  12  。 I 2 
檎山支庁 5 4 13 5 。 l 。 7 
胆振支庁 。 2 。 。 。 。 2 
上川支庁 2 2 3 。 I 1 。
網走支庁 7 7 36 23 2 1 9 
恨室支庁 1 7 。 3 l 。 3 
十勝支庁 7 4 2 1  3 。 3 。 15 

合 計 42 34 137 71  5 9 4 48 
(80%) (6%) ( 1 0%)  ( 4%)  」一

菌 種

…吋(吋賞イ伽叫僻
::: 2;ffクア一一竺引一竺ベ'..f..::�立:.+.�:..+.;詰��...I...�::...f 去 j..�o�立�.+.;訟:じ:.+::.:
V. nigrescens 0% 

無接種 。%

0% 。%

。% 。%

られな か っ たが維管束褐変が認められた圃場や全く病徴
は 認 め られ な か っ たがVerticilliu m属菌が分離された

圏場 (v. n忽rescensの 2 園場) も 含 ま れ る 。 いずれに し

て も ， 本病の発生 は 道内の広 い範囲 に及んでい る も の と
推察された。 し か し ， 本 病 の 発生状況 を 地域的 に 見 る

。% I 30% I 0% 20% + 

。% I 40% I 0% 。%

の 道東地域 に 限られ て い る も の と 忠われ る 。 v.αlbo­
a tru mに よ る ジ ャ ガイ モ半身萎ちょう病 の 発生 が よ り
冷涼な地域 に限定され る こ と は アメリカで も 認められて
お り (ROIVE et  a l . ，  1987) ， 今後調査事例 を 増や し， 病原
菌の分布 と 気温 の 関係や 年次変動 の有無など を検討 した

と ， 渡島， 後志， 網走地方で発生割合が高く十勝地方で い。
少な い傾向が認められ， 地域 に よ り 発生程度 に差がある
よ う に思われた。

本病発生圃場の菌種別内訳 を見 る と ，V. da hlia eが分
離された圃場が 71 (80%) ， v. a lbo-a lru mが分離された
闘場 が 5 (6%) ， v. nigrescens が 分 離された圃場 が 9

( 10%) ， v. da hlia e と V. n忽rescensが混発 し て いた闘
場が 4 (4%) であ り ，V. da hlia eの発生割合が圧倒的に
多か っ た。 病原菌の地理的分布 を 見 る と ，V. da hlia e と
V. nなrescens は道内各地 に 分布 し て いたの に対 し，v.
a lbo-a lrum は 道東の網走市 と 中標津町 の み に 分布が限
られて いた。 �ペ αlbo-a lru mの 生育適温がV. da hlia e と
V. nigrescens に比較 し て低温であ る こ と は一般的 に知
られて お り ， こ の こ と が病原菌の地理的分布の差 に直接
関連 し て い る と され て い る (飯嶋， 1983) 。 こ の こ と か
ら， V. a lbo -a tru mの 発生が， 道内で も よ り 冷涼な気候

皿 病 原 性

1 ジャガイ モ に対す る 病原性

ISAAじ ( 1949) は ，V. da hlia e に比べV. a lbo-a tru mの
ほうがジ ャ ガイモに対す る 病原性の強い こ と を指摘 し て
い る 。 ま た， 北沢 ・ 佐藤 ( 1984) は接種試験でジ ャ ガイ
モに対す る 病原性 を比較 した と こ ろ， V. a lbo -a tru mが
最 も 病原性が強く， 次いでV. da hlia e， �ペ nigrescens の
順であ る こ と を 報告 し て い る 。 北海道のジ ャ ガイモから
分離された菌株 を 用 い て 温室で の接種試験 を 試みた結
果， 北沢 ・ 佐藤の結果同様玖 da hlia e に比べV. a lbo 
a tru mの ほ う が 病 原 性 が 強 か っ た 。 し か し ， v.
nigrescens に 関 し て は 北沢 ・ 佐 藤 が接種 45日目で擢病

度で無処理区 と 顕著な差 を認めたのに対 し， 本試験で は
接種後 77日目で も 無処理区 と 外部病徴 に差がなく，維管
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束褐 変株率 も 20% と 非 常 に 低 か っ た (表 -3) 0 v. 

nigres cens は一般 に 病原性が弱 く ， 作物 に よ っ て は 分離
されて も 病原性 を示さな い場合があ る 。 海外で も ジ ャ ガ
イモに萎ちょう症状 を示すが病原性 は 弱い と され， ジ ャ
ガイモ半身萎ちょう病の病原菌 と し て 取 り 上げられて い

な い場合が多い (RICH， 1 983; PO\\"ELSON and ROWE， 

1993) 0 V. nigres cens の北海道でのジ ャ ガイモ半身萎ち
ょう病菌 と して の重要性 に つ い て は， 供試菌株数 を増や
した り ， 接種量 を 場やした試験や圃場での試験， よ り 多

く の発生実態調査など， さら に 検討 を 試み る 必要があろ
う。

2 収量への影響

海外でのジ ャ ガイモ半身萎ちょう病の収量 に対す る 影
響 を調べた報告 に は， ほ と んど減収 を も たらさな い と す

る も の から， 30 �50% も の減収 を も たらす と す る も の ま
で様々であ る ( PO\\"ELSON and ROWE， 1 993) 。 こ れ は病原菌
の種類， 病害の 発生程度， 圃場環境， 栽培環境， 気象条
件， 品種などの違い に よ る も の と 考 え られ る 。 北海道の

ジ ャ ガイモから分離されたV. da hl，必e を 供試し， 径 30

cm の素焼き鉢で行 っ た接種試験で は ， 無接種区 に 比べ
20 �25%の減収が認 められた (表 4) 。しかし な がら本病

が激発しで も 収穫が皆無に な る よ うな 大打撃 は与 え な い
よ うであ る 。

3 他作物への病原性

V. da hlia e と V. a lbo-a lru m は と も に 多犯性の病原

菌 と して知られ， 数多 く の作物 を加害す る 。 1 993 年 に 道
内のジ ャ ガイ モ よ り 分離されたV. da hlia e に つ い て ナ
ス， ト マ ト ， ピーマ ン， ダイコ ン， ハクサイ， メロ ン に

表-4 鉢試験での ジャガイ モ半身萎ちょ う 病の収量への影響

菌株名 | 接種源 | 植 え 付り日 | 萌芽日 1 1 株当たりの塊茎数 1 1 株当たりの塊茎重量 1 (割合)

4 . 0 個
4 . 0 個
5.3 個

283 g 
299 g 
380 g 

注) 1 . 径 30 cm の 素焼 き 鉢 に 殺菌土壌 を詰め 50 g の種イ モ を I 個植 え 付 け た .
2 .  P0 2 - 1 ・ 1 は 石英砂 に 形成 さ せ た微小菌核 を殺菌土壌 に 混和し接種源 と し た.
3 .  PO 10 - 2 - 1 は 石英砂 で培養 し た菌体 を殺菌土壌 に 混和し 接種源 と し た.

表-5 ジ ャ ガ イ モから 分 離さ れたV. dahliaeの各種作物に対す る 病原性

74 . 4 %  
78 . 6% 
100% 

ジ ャ ガ イ モ ト マ ト ナ ス ピー7 ン ダ イ コ ン ハ ク サ イ メ ロ ン
分 離圏場名

ポ ン デ ロ ーザ 千両 京み どり 耐病総太り 完全結球白菜 夕張キ ン グ春系メ ー ク イ ン 男爵 ワセ シ ロ デ ジ マ

真狩 l ++ N D  ND N D  ND 
真狩 2 ++ ++ 十+ ++ ++ 
真狩 3 ++ ND ND ND ND 
喜茂別 l ++ ++ +十 ++ ++ 
喜茂別 2 ++ ND N D  ND ND 
喜茂別 3 ++ ND N D  ND ND 
留寿都 1 ++ ND N D  ND ND 
留寿都 3 ++ ++ ++ 十+ ++ 
ニ セ コ l ++ ++ ++ ++ -or十十 ++ 
共和1 ++ ND ND ND ND 
共和2 ++ ++ ++ ++ ++ 
共和3 ++ ND N D  ND ND 

訓子府l ++ ++ ++ ++ ++ 
置戸 1 ++ ++ ++ ++ ++ 
置戸 2 ++ ND N D  ND ND 
端野 1 ++ ++ ++ ++ ++ 
端野 2 ++ ND ND ND ND 
端野 3 ++ ND ND ND ND 
美幌 3 ++ ++ ++ 十+ ++ 

注)ー :質化， 萎ちょ う 症状 も 維管束褐変 も な し.
+ 維管束褐変 し て い る が黄化， 萎ちょ う 症状 は な し.
++ : 質化， 婆ちょ う 症状が見ら れ， 維管束褐変 も し て い る .
ND 試験 を 行わ なか った .
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対する病原性を調べたところ， ニセコl圃場からの分離
菌を除いたすべての菌株がトマトやピーマンに病原性を
示さず， ナス， ダイコン， ハクサイ， メロンには病原性
を示した(表5)0 V. dahliaeにはナス，トマト，ピーマ
ン， ハクサイ， ダイコン， エダマメを指標作物とした寄
生性の異なる 菌群の存在が認められている(荻原，
1990)。本試験ではエダマメでの検討を行っていないが，
大部分がナス系統(A群)であるものと思われる。 な
お， ニセコl園場についてはトマトに強い病原性を示す
菌株とトマトに病原性を示さない菌株があり， ナス系と
トマト系(B群)が混在しているものと思われる。

ある作物が宿主であるかないかは， ジャガイモ半身萎
ちょう病発生園場にその作物を栽培できるかどうかを結
論付けるものなので， 今後， さらに供試植物を増やして
検討するとともに，V. albo-alrumやV. nigrescensに
ついても検討する必要がある。 また， 作物の栽培によっ
て土壌中での本病原菌密度がどう変化するかについても
明らかにする必要がある。

W 今後の課題や問題点

1 道内の汚染状況の把握

これまでの実態調査の結果から， ジャガイモ半身萎ち
ょう病はすでに北海道の広い地域にまん延している可能
性が高いと推察された。 しかし，一方でその発生程度は
地域により差があることも明らかとなった。 半身萎ちょ
う病は典型的な土壌病害であり， 土壌中の病原菌密度

(土壌の汚染状況)と発病及び被害とは密接な関係があ
る。 ジャガイモの作付け前における病原菌密度の水準と
作付け後の発病や経済的損失との関係を把握すること
は， 本病の防除対策を講じるうえで非常に重要なことで
ある。 とりわけ，北海道で発生量の多いV. dahliaeに関
しては， 微小菌核を土壌からふるい分ける定量法が開発
されている(橋本・渋川， 1982;田村ら， 1985 ;白石，
1988)ので， これらの手法を用いてジャガイモにおける
土壌中の菌密度と発病のモデル試験に取り組むととも
に， 道内の地域ごとの汚染状況を早急に把握する必要が
ある。

2 ジャガイ モゆえの問題点

ジ ャ ガ イ モ 特 有の 問 題 の一つ は ， 他 の 作 物 の
Verticillium病に比べ症状が見難いことである。 特に生
食用の「男爵j や「メークインj などの早生の品種で
は， 本病により黄化期や枯ちょう期が早まったとして
も， 自然枯ちょうとの区別がつき難い。 また，たとえ本
病が激発しでも収穫皆無になることがないので， 本病の
発生を認識し難いのである。 そのため， 対策を講じる時
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期が遅れ， 発生や被害が広がる可能性がある。

二つめの問題は， ジャガイモは畑作の主要作物である
ために栽培面積が多く， また， 圃場規模も大きい。 この
ため， 発生を認めたからといってジャガイモの作付けを
見合わせて他作物を作付けしたり， くん蒸剤や太陽熱を
利用した被覆の伴う土壌消毒を行うなどの抜本的対策が
組み難い点である。

今後， 本病の防除対策を確立していくなかで上記2点
を十分に考慮、に入れるとともに，経済的にも採算の取れ
る防除対策を考案していく必要がある。

3 他作物栽培への影響

近年， 北海道の畑作地帯ではより収益性の高い野菜や
花きの作付けが増えてきており， 輪作体系の中にも組み
込まれてきている。 そのような状況の中でVerticillium
菌による病害の発生が増えてきており， 特に被害の大き
いものとしてメロンやダイコンが挙げられる。 ある圃場
では， メロンを初めて栽培したにもかかわらず本病が激
発 し ， 収 穫皆無 と な っ た事例も 確認 し て い る 。
Verticillium菌による病害が発生した圃場に共通する特
徴として注目すべき点は， 前作がジャガイモであった
り， 過去にジャガイモが過作されていることである。 前
述のように，ジャガイモでの本病の発生は道内の広い地

域に及んでいるものと思われる。 一方で， その発生は現
在ほとんどが見過ごされているのが現状である。 このよ
うな現状を踏まえると， ジャガイモ栽培において本病を
知らず知らずのうちに増やしてしまい， その後の収益性
の高い作物の作付け時に大打撃を被ってしまう図式がお
のずと推察されるわけである。

現在，北海道でVerticillium属菌による病害の発生が
認められている作物を表-6に示した。少なくとも現時点
においては， これらの作物をジャガイモの過作地帯で栽
培することや， ジャガイモ後作として栽培することは避
けるべきであろう。 また， 今後の試験研究の中では， ジ

ャガイモにおける本病の発生実態や発生生態の解明に焦
点を絞りながらも， 常に本病原菌の他作物に対する影響
も見据えた上での防除対策を確立する必要があるものと
思われる。

4 抵抗性品種の探索

Verticillium菌による病害に対する防除手段として，

抵抗性品種や台木の利用が有効であることが知られてお

り， 国内でもトマトやナス， アルフアルファなどで実用
化されている。 海外では既に半身萎ちょう病に抵抗性が
あるジャガイモの品種も数多く見いだされている(RI山，
1983)0今後，圏内の栽培品種を中心に抵抗性品種の探索
を行うとともに， 感受性の異なることが既にわかってい
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表-6 北海道で発生が認め ら れたVerticillium属菌 に よ る 病害

病原菌 作物名 病名 発生 を 確認 し た年

V. dahliae 

ナ ス 半身萎ちょ う 病 昭和2 5年頃
ト マ ト 半身萎ちょ う 病 昭和49 年
イ チ ゴ 萎ちょ う 病 昭和50 年
ト ウ ガ ラシ 半身萎ちょ う 病 昭和50 年
ピー マ ン 半身萎ちょ う 病 昭和50 年
ス イ カ 半身萎ちょ う 病 昭和50 年
メ ロ ン 半身萎ち ょ う 病 昭和50 年
キ ュ ウ リ 半身萎ち ょ う 病 昭和50 年
キ ク 半身萎ちょ う 病 昭和50 年
ダ イ コ ン パーティシ リ ウ ム黒点病 昭和51 年
ハ ク サ イ 貧化病 昭和53 年
キ ャベツ 萎ちょ う 病 昭和53 年
ホウ レ ン ソウ 萎ち ょ う 病 昭和53 年
ウ ド 萎ちょ う 病 昭和60 年
ゴボ ウ 維管束褐変症状 平成 2 年
マ ク ワ ウ リ 半身萎ち ょ う 病 平成 4 年
ジャガイ モ 半身萎ちょ う 病 平成 5年
ワサビダイ コ ン パーティシ リ ウ ム黒点病 平成 5年-・・・・・・・・・・・・ 畠 自 国 " 岨---，幽・-- 白 幽--岨 ー ー ー・ ー 幽 ー--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・----ー “・ ー ------司 亭 司 ー 司

V. albo-alrum 

ジャガ イ モ
アル フ アル フ ァ

V， nig，'，凸'l:ens

ジ ャ ガ イ モ

る海外の品種を指標にした抵抗性品種簡易検定法の開発
が急がれる。

以上， 北海道のジャガイモ半身萎ちょう病の発生現状
と今後の研究 方針について述べてきたが， このほかにも
数多くの課題が考えられる。 198 1年に飯嶋がわが国のパ
ーティシリウム病研究が「病原学的研究の時代」から

「環境学的・生態学的研究の時代jに前進することを期待
すると述べた。その後 15年間でパーティシリウム病の研
究は素晴らしい発展を遂げ， 非常に多くの有益な研究成
果が蓄積されている。 しかしながら， ジャガイモに関し
ていえば， わが国では「病原学的研究の時代jから脱し
得ていないのが現状である。 今後は海外のジャガイモ半
身萎ちょう病の成果に照らし合わせていくとともに， 他
作物のパーテイシリウム病に対するわが国の成果が， ジ
ャガイモでも当てはまるかどうかを一つ一つ確認しなが
ら研究を進めていきたい。 また， 本病の防除対策を確立
していく上での重要なこととして， わが国のこれまでの

半身萎ち ょ う 病 昭和54 年
半身萎ち ょ う 病 昭和55年

半身萎ち ょ う 病 昭和57 年

研究の中心であった施設栽培・園芸作物での成果を， い

かに大規模露地栽培・畑作物としての北海道のジャガイ
モで応用できるかがポイントであるように思われる。
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